







































































































































































































































































































































































































































































　　　２（０＝　兄い-f T )十　　　　　　　　　　　( CI.8)
　　　r (t) =　ret +T)　　　　　　　　　　　　　　う
が｀戌立すろが、とくに






















































































































































































































































































































































































































































































と仮定すると関数阿（ご川t o< r！ 27乙か）の範凪に沁いて３個の根を
持つごとがわかる．§2.1で述べたようにt77t#曲探皿上の点Ｌしごは、















































































































































































　　　　ズB‾£ｒ゛ A C sin 9B ’｀ｓ柚筝ｌ）
　となることを芳慮才うと、（２／丿）式は。











































































































































































































































































































































































= 3, 5-.･-一一）　Ｃ ２， ５５）
a－
ただし







































































































































cb; $ = i
に皿ふ温 匹］ 基本調波根動
1９　基本調峡振動と’1/3席改原動＆柘生す訓



























































　R?- 2. 2. Ｇ゜）り場合‘7）よう’ﾆ点（亀，ﾐこいを適台正の鱗曲誘と切
換曲線皿との交点奸３つ存をす§場合には，
　ｉ）稲≦t’，　　　　　であ礼ぼ　ｋ，＜し　阿をｌ
















1;えろ, ii)の場合に|よヽt’6一気I＜ｏ，　Xg < X:ｌ＜ｏ　であるから’
　　　ｏｙ（エ;－1）Ｊ２（馬‾稲）＞肩丿ンｉ;－１
となうので，k冰１- 1くｏ　となり（♀,引）式り条件び成立する。素飛二
iii)の場合にはら一罵>O , Xp゛ ２ｎ　てあるがし　ここ|二‾£lr 7’｀乙B
なろ荼件乞つげ加え心ｋ，　犬















































































































-1 ヽＱ,５ ｂ ○ ｂ Ｑ,５
　　　　　　十万　　　　　　一一一一一一一‘゛゛χ。
0 2. 23　7 ナコムの計算結果とり比戟






















































































































































　　X. = i-i.卜重,）’（よ゛≒）十A sinCu)七＋91卜恥CL- c-い　　　犬

































　　　６ ゛ 0.20　、 Ａ ° O. 16・　叱）゜５
に占りヽまた入力位相痢を:呪＝０‘二とっ｀ご、爵極平鹿TT ii-C' ^。＝























と移勤し，９いに■X. <-bの領域｀とのび:でいく, m 3.6ので3,に対
応する負の傾斜り堕線･?）場合には，この図の範囲でぱ包帑線との榛れ左
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＝ － － ミ ミ
S 3. 8　急度応答０惶祖面解祉



















































のでPI 、でＰ２グ゛’を（ｙ１４）芦およびC 3 .2 3 )式1二代入して求めずﾆ=尤１･
よａ“£の値を゛P･ 、ズp^' ■■"■‘、£P･・ ﾆえp2ド‘｀”とすろと第３’１表に
示･す蔭をえる、こ一杞らの式点のうちてχ･点（ヱり・£Ｐ２）･（ズニP4 ・ｊ:P4 ）























= O. 8 8 3
= -0.629
P3 = 5".62




















　　' cf-Ct) = -fi.uy's'iniωi-i-.<P^)-x. = -Aux5ln(.りt＋呪）十（席・･礼l==
でごあゐトら，．･･　･･．　　　　　　　　　･･．･．．．･　･･･　･．．･･･　　　　　　．･


























































































































































































































































































































































































































































































ｋえる．まTz (4･..､りぐ式から（４．３）式を辺々引冪して、(4. 4 ) ■式を
用いて軋　を哨去すると、
●












（.3ﾊﾟﾇ2〉、（3､6j式に代入し、さらにO. 18)～□. 20} ■式を.用いろと、０
　　　　　　　；　　　　　・　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　．　　　●　　　　　６●
くｔくＴな　の開にあヽりて、．























G- Co) > O
圧（０ンー£ （､0 < t < -2-)
(4.13;
(4. (4)















































































































































































































































































































































































































































































































　　　　Ａ sin （（･゛J？＋９ｊ）‾E£（で) + Z>§。゛○











Ａ sin(ωζ｀。-^%)sin (ω∠1で）十ＡCOS (ωら十嗚）ｓinω４でｃｏｓ・∠xで
　　　　　一言2(で゛) sin 心乙ｒ＝ｏ
のようになる。こ私を辺々加え兪わせて､-（４､６）式と用いると、

























































































































































































































































































































































　タに境界曲線によっｰこ分割さyh.t: 3つり禎がJ. K. S　ぱ
　　　X. = A sin %一ｂ　、　　　　工くＡωｃｏｓ辰
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が行なわれることなく，どこ７t/コω1二苔いてはEl 5. 1 9 りＬt（でー嘔ぶ）
直線上･こ変換される．そし,てt●π/２ω　になけるＬﾆ1:（でｰﾌz/２ω）直









　　こめような修作により0 5. 10・９初期条件の唄域の溌界をM '5. 19 に















億界面核ぽそれぞれm 5, ■(0 ■$>■ヽぷ,び図5｀,２と)の焼界曲線と原点･こ関して
対驚でm s. 21 t,ヽよびijj's.22りようになる．そして[HL 5, ＼Oの個協Ｊ．
Pv, 5　寸)ヽよ,ぴ白地の頴賊内のえに初期.枕．公司すら豚ぱ右ニ７こ/,９　ちヽよ






り出召しrﾆ吽びあ弓．すなわち先にぱ撲喊J. K.S I二関してCU. 1 )式



























































































































































図5. 22　入力位相哨が％＝3 7/2 の場合の和期条件の禰域
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04}　Yama^'uchi, Nishimura ， Maruhashi Sc Fuji!　；　Subharヽmo-
　　　nic　Oscillation・f the Relay Servomechanisrn ，Auto-


















CIS)　AWashi ;　FundamentaトResearch on Problems　。ｆ
　　　Relay　Control　System ｓ ， Dr.　Thesis , I-くyｏt°リｎｉｖ･，
　　　Ｍ弓y, I960.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　／
り幻　　Sawaraが　Sく.Akashi　；　Ｏｓｃ川ating Response of Relay






制御工ヽ^ Vol. 6^ No. 4- . pp. 214～コ11 C I962J
り.３）圧I村　；　リレー制働系におヽける振勧状熊の決起丿



















　　　OFF Cont:ｒｏトＳyＳ‘とems,AlEE Trans・ pi. E . A反Ｉ
　　　pp. 210~割６　り9 6 2)




(35‘) Hayashi : Forced Oscillations １１ｎnon- Ii near












? ?? ? ? ? ? ?
?
謝 辞
-
　本研究ｋ行なう|二際し、終拙守切な御指導。御弧桂を賜わり
ましTこ京都大字工､拿部林千降教授･こ心から惑謝いすこします。ま
た本研究の亀有にあたり、京都大季ｔ零節県原逓膀教投には常
に暖い激励と御援助とし叶ニだき感謝に耐又､ま世ん。
　本研究に際し。有益なる御計論をいＲだきました駅部大孚こ
季部西川啓一肋教曖、双和愛早助教授ならびに例但の計駆に原
しアナ｡ログ計算機使用=･)御便宜＆御計りいたださ'ま､した菅隋袷
講邨に厚く御礼申上ずます。
　さらに日頃多くの御硯胎１.いただいすこ坏千博研究室の埓F、ｔ
ぱじめ電気関係教皇の壱ヽ位に御礼申よずます。
　　　昭和３９年１月ユ3日
著 者
ﾐ,9「
